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２ とうもろこし

(1) 国際的なとうもろこし需給の概要（詳細は右表を参照）

＜米国農務省（USDA)の見通し＞

【生産量】 2016/17年度 前年度比 前月比
生産量は、中国、メキシコで減少するものの、米国、アルゼンチン等で増加が見込

まれることから、世界全体では前年度を上回り、1,011.8百万トンとなる見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、国別には、メキシコで

上方修正された。

【消費量】 2016/17年度 前年度比 前月比
消費量は、日本で減少するものの、中国、米国、ブラジル等で増加が見込まれるこ

とから、世界全体では前年度を上回り、1,013.1百万トンとなる見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、国別には、メキシコで

上方修正、ＥＵで下方修正された。

【貿易量】 2016/17年度 前年度比 前月比
世界全体の貿易量は、前年度より増加し、133.1百万トンとなる見込み。
国別には、輸出国では、アルゼンチン、ＥＵ等で増加する見込み。輸入国では、メ

キシコ、韓国等で増加し、ＥＵ、ベトナム等で減少する見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、輸出国では、米国で上

昇修正、ブラジルで下方修正、輸入国では、ＥＵ、メキシコで下方修正された。

【期末在庫量】 2016/17年度 前年度比 前月比
期末在庫量は、前年度より減少し、世界全体では205.1百万トンとなる見込み。
国別には、米国等で在庫が積み増しされるものの、中国、ＥＵ等で取り崩される見

込み。期末在庫率は20.2％と、前年度より低下する見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、国別には、メキシコ、

ブラジルで上方修正、米国、ＥＵ、イランで下方修正された。

表－１ 世界のとうもろこし需給（米国農務省）
(単位：百万トン）

2015/16

(見込み) 予測値
前月予測

からの変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 1,013.5 966.4 1,011.8 0.7 4.7 
米国 361.1 345.5 366.5 - 6.1 
中国 215.7 224.6 218.0 - ▲ 2.9 
ブラジル 85.0 77.5 82.0 - 5.8 
ＥＵ 75.8 58.0 64.3 - 10.9 
アルゼンチン 28.7 27.0 34.0 - 25.9 
ウクライナ 28.5 23.3 26.0 - 11.4 
メキシコ 25.5 25.0 24.2 0.7 ▲ 3.2 
消　費　量 980.8 968.3 1,013.1 1.2 4.6 

　うち飼料用 585.7 601.6 622.8 ▲ 0.6 3.5 
米国 301.9 301.3 310.4 - 3.0 
中国 202.0 217.5 227.0 - 4.4 
ＥＵ 77.9 74.0 74.3 ▲ 1.0 0.4 
ブラジル 57.0 58.0 59.0 - 1.7 
メキシコ 34.5 35.8 36.1 0.1 0.8 
インド 22.3 22.2 22.8 - 2.7 
日本 14.6 14.6 14.4 - ▲ 1.4 
貿　易　量 141.7 120.6 133.1 0.2 10.4 
（輸出）
米国 47.4 46.4 49.5 1.3 6.8 
ブラジル 34.5 22.5 23.0 ▲ 1.0 2.2 
アルゼンチン 18.9 18.0 23.0 - 27.8 
ウクライナ 19.7 16.0 17.0 - 6.3 
ロシア 3.2 4.4 4.5 - 2.3 
ＥＵ 4.0 1.6 3.0 - 87.5 
パラグアイ 3.3 2.3 2.3 - - 
（輸入）
日本 14.7 14.7 14.5 - ▲ 1.4 
メキシコ 11.3 12.5 13.0 ▲ 0.5 4.0 
ＥＵ 8.7 14.5 12.0 ▲ 1.0 ▲ 17.2 
韓国 10.2 10.0 10.5 - 5.0 
エジプト 7.8 8.5 8.8 - 2.9 
ベトナム 4.9 7.3 6.0 - ▲ 17.8 
イラン 6.2 5.5 5.5 - - 
期末在庫量 208.4 206.5 205.1 ▲ 1.9 ▲ 0.6 
中国 100.5 109.5 101.5 - ▲ 7.3 
米国 44.0 43.4 51.0 ▲ 3.7 17.6 
ＥＵ 9.4 6.3 5.3 ▲ 0.7 ▲ 16.4 
ブラジル 7.8 5.9 6.5 1.0 10.1 
イラン 5.8 5.7 5.1 ▲ 0.2 ▲ 9.9 
メキシコ 4.1 4.8 5.1 1.4 6.2 
期末在庫率 21.2% 21.3% 20.2% ▲ 0.2 ▲ 1.1 

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、「PS&D」、
          「Grain：World Markets and Trade」（10 June 2016）

年　度 2014/15
2016/17

図－１ 世界のとうもろこしのシェア（2016/17年度）
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(2) とうもろこしの主要生産・輸出国等の需給状況

ア 米国

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は､収穫面積が増加することから、前年度より増加し、366.5百万トン
となる見込み。

消費量は、飼料用及びエタノール用等需要が増加することから、前年度より
増加し、310.4百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、49.5百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より増加し、期末在庫率も14.2％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2015/16年度の輸出量、輸入量で上方修正、
期末在庫量で下方修正、2016/17年度の輸出量で上方修正された。結果として、
期末在庫量が下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

米国のとうもろこし主産地である中西部では、例年、播種作業が４月中旬か
ら５月中旬にかけて行われる。

2016/17年度の播種作業は、2016年３月上旬にテキサス州から開始された。
中西部では４月下旬より冷涼湿潤型の天候が続き、播種作業に遅れが生じ、特
にオハイオ州とインディアナ州では、多雨によりほ場が冠水するなどの被害が
発生したが、５月中旬以降は概ね天候に恵まれ作業の遅れを取り戻し、６月初
旬までにほぼ終了した。米国農務省(USDA)｢Crop Progress｣(2016.6.20)によれ
ば、６月19日現在、主要18州のとうもろこしの作柄評価は、良/やや良が75％
と、前年同期(71％)を上回り順調に生長している（図－２）。

我が国の輸入先国シェア１位(2015年数量ベース 80.3％）

世界の生産量シェア １位(2016/17年度 36.2％）

輸出量シェア １位(2016/17年度 37.2％）

表－２ 米国のとうもろこし需給(市場年度：９月～翌年８月)
(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 361.1 345.5 366.5 - 6.1 
消　費　量 301.9 301.3 310.4 - 3.0 

  うち飼料用 135.2 133.4 141.0 - 5.7 
  　ｴﾀﾉｰﾙ用等 132.1 133.4 134.6 - 1.0 
輸　出　量 47.4 46.4 49.5 1.3 6.8 
輸　入　量 0.8 1.5 1.0 - ▲ 32.9 
期末在庫量 44.0 43.4 51.0 ▲ 3.7 17.6 
期末在庫率 12.6% 12.5% 14.2% ▲ 1.1 1.7 

（参考）
収穫面積(百万ha) 33.64 32.68 34.76 - 6.4 
単収(t/ha) 10.73 10.57 10.54 - ▲ 0.3 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」（10 June 2016）
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図－３ 米国とうもろこし需給の推移
－2016/17年度の生産量、輸出量はともに増加－

資料：USDA「PS＆D」（2016.6）等をもとに農林水産省で作成資料：USDA「Crop Progress」(2016.6.20）

をもとに農林水産省で作成

図－２ とうもろこしの作柄評価写真－１ サウスダコタ州
（2016年5月25日撮影）

写真提供：South Dakota Corn Association
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【米国のバイオエタノール政策】

米国におけるとうもろこしのエタノール向け需要は､米国環境保護局(EPA)が
定めた再生可能燃料基準(RFS)による使用義務量の段階的な増加等の要因で、
とうもろこし需要の約４割を占めるまで増加してきた。近年は、ガソリン需要
の低迷や、ブレンドの壁(現在、米国ではエタノール10％混合ガソリンが市場
の大勢を占めており、この混合率が上がらない限りエタノール需要は頭打ちと
なる)問題等により、需要が伸び悩んでいる（図－３）。

エタノールの生産量は、2012年６月以降、とうもろこしの価格高騰を受け、
１日当たり90万バレル超だった生産量が80万バレル前後まで減少した。2013年
４月以降、とうもろこしの価格下落に伴い生産量は徐々に回復、現在は概ね95
万～100万バレルの水準で推移している（図－４）。

2015年11月30日、EPAは、エタノール需要の低迷を背景にRFSの使用義務量を
2007年エネルギー法から下方修正した。とうもろこし由来のエタノール使用義
務量については、2014年は136.1億ガロン(2007年エネルギー法：144億ガロン)、
2015年は140.5億ガロン(同：150億ガロン)、2016年は145.0億ガロン(同：150
億ガロン）に引き下げられた。

2016年５月18日、EPAは、2017年のRFS案を188.0億ガロンとする旨発表した。
うち、とうもろこし由来のエタノール使用義務量は148.0億ガロン。2016年７
月11日まで関係者から意見を募った上、最終決定する。

イ 中国

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は､国家備蓄政策廃止及び国内価格低下に伴う収穫面積の減少により
前年度より減少し、218.0百万トンとなる見込み。

消費量は、堅調な飼料用需要の増加等から前年度より増加し、史上最高の
227.0百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度より減少し、1.0百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も44.7％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は行われていない。

【生育進捗状況及び作柄等】

2016年３月中旬、四川省東部及び湖北省西部を皮切りに2016/17年度の春とう
もろこしの播種作業が開始された。中国中央気象台｢農業気象週報｣(2016.6.20)
によれば、６月18日現在、東北部、西北部では春とうもろこしが三葉期から七
葉期を迎えている。夏とうもろこしの播種作業は５月初旬から開始されており、
一部では三葉期を迎えている。

報道(2016.6.15)によれば、中国政府は、2016年６月14-15日にとうもろこし
の国家備蓄在庫の競売を行い、予定数量に対し約70％に当たる3.12百万トンが
落札された。なお、平均落札価格は、2011年度とうもろこしが入札無し、2012
年度が1,656元(28,152円)/トン、2013年度が1,571元(26,707円)/トン。

（世界の生産量シェア ２位（2016/17年度 21.6％））

表－３ 中国のとうもろこし需給（市場年度：10月～翌年９月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 215.7 224.6 218.0 (219.0) - ▲ 2.9 
消　費　量 202.0 217.5 227.0 (224.5) - 4.4 

  うち飼料用 140.0 153.5 160.0 (149.5) - 4.2 
輸　出　量 0.0 0.0 0.0 (0.2) - - 
輸　入　量 5.5 2.0 1.0 (1.5) - ▲ 50.0 
期末在庫量 100.5 109.5 101.5 (103.9) - ▲ 7.3 
期末在庫率 49.7% 50.3% 44.7% (46.2%) - ▲ 5.6 

（参考）
収穫面積(百万ha) 37.12 38.12 36.00 (36.80) - ▲ 5.6 
単収(t/ha) 5.81 5.89 6.06 (5.95) - 2.9 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」（10 June 2016）
      IGC 「Grain Market Report」（26 May 2016)

2015/16
(見込み)

2016/17

予測値､(　）はIGC
年　度 2014/15

図－４ 米国におけるバイオエタノールの週間生産量(日量平均)の推移

資料：米国エネルギー情報局(EIA)資料(2016.6)をもとに農林水産省で作成
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ウ アルゼンチン

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、収穫面積が大幅に増加し、単収も上昇することから、前年度よ
り増加し、34.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、10.4百万トンとなる見込み。

輸出量は、生産量の増加に伴い、前年度より増加し、23.0百万トンとなる
見込み。

期末在庫量は、前年度より増加し、期末在庫率も6.6％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は行われていない。

【生育進捗状況及び作柄】

2015/16年度の播種作業は、2015年８月下旬からサンタフェ州北部、エン
トレリオス州東部を中心に早植えとうもろこしの播種が開始され、11月上旬
より遅植え種や二毛作とうもろこしの播種が開始、2016年２月上旬までにす
べての播種作業が終了した。乾燥型の天候が続いていた中部産地では、2016
年２～３月の降雨により作柄が回復した。４月の多雨により洪水が発生する
などの被害が発生したが、５月には一転して乾燥型の天候となり、収穫作業
が進展した。ブエノスアイレス穀物取引所週報(2016.6.16)によれば、2016
年６月16日現在、アルゼンチン全体の収穫進捗率は35.3％と、前週より進展
したものの、依然として前年度に比べ遅れが生じている状況。

報道(2016.6.18)によれば、ブルジャイレ・アルゼンチン農産業大臣は、
2016年６月16日、世界経済フォーラム南米会合において、2016/17年度の同
国のとうもろこし播種面積は2015/16年度より約20％拡大し、生産量は10～
15百万トン増加するとの見通しを述べた。同大臣によれば、とうもろこしと
大豆の農地は競合するため、大豆の播種面積は減少するとのこと。

【貿易情報】

アルゼンチン農産業省農畜食糧衛生品質管理センター(SENASA)によれば、
2016年１～４月のとうもろこしの輸出量は、794.6万トン。国別には、韓国
(111.9万トン)が最も多く全体の14％を占め、次いでベトナム(101.9万トン)、
エジプト(89.3万トン)、アルジェリア(82.3万トン)、南アフリカ(73.5万ト
ン)。

報道(2016.6.14)によれば、アルゼンチンの政府関係者は、2016年６月14
日、国際穀物理事会(IGC)の年次総会において、2015/16年度のアルゼンチン
のとうもろこし輸出量は、ブラジルで高温・乾燥型の天候による作柄悪化が
原因で３～４百万トンの輸出量減少が見込まれることから、24.0百万トンと
前年度(19.0百万トン)を大幅に上回るとの見通しを示した。

我が国の輸入先国シェア４位（2015年数量ベース 0.9％）

世界の生産量シェア ５位（2016/17年度 3.4％）

世界の輸出量シェア ３位（2016/17年度 17.3％）

表－４ アルゼンチンのとうもろこし需給

（市場年度：翌年３月～翌々年２月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 28.7 27.0 34.0 (36.7) - 25.9 
消　費　量 9.3 9.3 10.4 (14.4) - 11.8 

  うち飼料用 6.0 6.0 6.6 (11.0) - 10.0 
輸　出　量 18.9 18.0 23.0 (22.5) - 27.8 
輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (0.0) - - 
期末在庫量 1.9 1.6 2.2 (2.1) - 37.9 
期末在庫率 6.8% 5.9% 6.6% (5.8%) - 0.7 

（参考）
収穫面積(百万ha) 3.50 3.40 4.20 (5.50) - 23.5 
単収(t/ha) 8.20 7.94 8.10 (6.68) - 2.0 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」（10 June 2016）
      IGC 「Grain Market Report」（26 May 2016)

年　度 2014/15
2015/16
(見込み)

2016/17

予測値､(　）はIGC

写真－２ アルゼンチン・ブエノスアイレス州（2016年6月19日撮影）
－収穫直前のとうもろこし－

写真提供：Ricardo Hara 氏
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エ ブラジル

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より増加し、82.0百万トンとなる見込み。

消費量は、飼料需要増から前年度より増加し、59.0百万トンとなる見込み｡

輸出量は、前年度より増加し、23.0百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より増加し、期末在庫率も8.0％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2015/16年度の生産量、輸出量で下方修
正、2016/17年度の輸出量で下方修正された。結果として、期末在庫量が上
方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

夏とうもろこしは、南部を中心に大豆と競合する８～12月に播種され、翌
年１～６月に収穫される。冬とうもろこしは、中西部を中心に早熟種大豆の
収穫後、１～３月に播種され５～９月に収穫される。冬とうもろこしは、同
国とうもろこし生産量の約６割を占め、その大半が輸出仕向けである。

米国農務省(USDA)｢World Agricultural Production｣(2016.6.10)によれ
ば、2015/16年度の生産量は、収穫面積は16.00百万ヘクタールと前月から据
え置かれたものの、単収が4.84トン/ヘクタールと、前月(5.06トン/ヘクタ
ール)より下方修正されたことから、77.5百万トンと前月(81.0百万トン)よ
り大きく下方修正された。冬とうもろこしの主産地である中西部では、高温
・乾燥型の天候に見舞われ減産が見込まれており、中でもゴヤス州では、３
月に播種されたとうもろこしが生育不良により収穫放棄となる模様。

【貿易情報】

ブラジル農務省｢AGROSTAT｣によれば、2016年１～４月のとうもろこ
しの輸出量は、前年同期比136.6％増の12.2百万トン。国別には、日本
(1.9百万トン)が最も多く全体の15.5％を占め、次いでイラン(1.7百万
トン)、ベトナム(1.6百万トン)。

国内仕向けが中心とされてきた夏とうもろこしが、レアル安を要因
に平年以上に多く輸出に仕向けられた結果、国内の飼料用とうもろこ
し需給が逼迫傾向となり、価格の高騰を招いている。

報道(2016.6.16)によれば、ブラジル政府関係者は、逼迫した国内の
とうもろこし需給を緩和する目的で、米国産の新たなGMO種の輸入を承
認する準備を行っている模様。同国の養豚/家禽業者はアルゼンチン産、
パラグアイ産のとうもろこしを手当てし急場をしのいでいるが、米国
産については未承認のGMO種が混入する懸念から輸入が行われていない
という。

我が国の輸入先国シェア２位（2015年数量ベース15.9％)
世界の生産量シェア ３位（2016/17年度 8.1％）

輸出量シェア ２位（2016/17年度 17.3％）

表－５ ブラジルのとうもろこし需給
（市場年度：翌年３月～翌々年２月）

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 85.0 77.5 82.0 (83.7) - 5.8 
消　費　量 57.0 58.0 59.0 (58.1) - 1.7 

  うち飼料用 48.0 49.0 50.0 (46.6) - 2.0 
輸　出　量 34.5 22.5 23.0 (25.0) ▲ 1.0 2.2 
輸　入　量 0.3 1.1 0.6 (0.5) - ▲ 45.5 
期末在庫量 7.8 5.9 6.5 (6.2) 1.0 10.1 
期末在庫率 8.6% 7.4% 8.0% (7.5%) 1.3 0.6 

（参考）
収穫面積(百万ha) 15.75 16.00 15.80 (15.80) - ▲ 1.3 
単収(t/ha) 5.40 4.84 5.19 (5.29) - 7.2 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」（10 June 2016）
      IGC 「Grain Market Report」（26 May 2016)

2016/17

予測値､(　）はIGC

2015/16
(見込み)

年　度 2014/15

資料：ﾌﾞﾗｼﾞﾙ食料供給公社(CONAB)2016年6月報告をもとに農林水産省で作成。
注：ｶﾚﾝﾀﾞｰの帯の中の数量はﾌﾞﾗｼﾞﾙ全体の播種面積及び生産量。

図－５ 2015/16年度のとうもろこし、大豆のクロップカレンダー

2015/16年度
1月 ・ ・ ・ ・ 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

生産量

夏とうもろこし 播種 （百万ha） 収穫 夏冬計

冬とうもろこし 播種面積夏冬計 播種 収穫

大豆 播種 収穫33.18

(百万ｔ）

95.6

10 11 12
2015年 2016年

中西部 マトグロッソ州等

26.25.47

15.75 10.28

南部 パラナ州等

76.22

早熟種大豆収穫後冬とうもろこし作付け

50.0
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【需給状況】(詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より増加し、64.3百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、74.3百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、3.0百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度より減少し、12.0百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も6.8％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2015/16年度の輸出量で上方修正、輸入
量、期末在庫量で下方修正、2016/17年度の消費量、輸入量で下方修正され
た。結果として、期末在庫量が下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

国際穀物理事会(IGC)｢Grain Market Report｣(2016.5.26)によれば、2016/
17年度の収穫面積は、フランスの収穫面積減から、前年度に比べ１％減少す
る見込み。しかしながら、平年並みの単収を達成することができれば、生産
量は前年度(58.2百万トン)を9.5％上回る63.7百万トンとなる見込み。

2016/17年度の播種作業は、フランス、ドイツ、スペインを含むＥＵ各地
で春季に寒冷湿潤型の天候に見舞われたことから、作業に遅れが生じたが、
その後は概ね生育に適した天候となり、作柄は総じて良好となっている。

カ ウクライナ

【需給状況】(詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より増加し、26.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、8.7百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、17.0百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より増加し、期末在庫率も4.5％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は行われていない。

【生育進捗状況及び作柄】

国際穀物理事会(IGC)｢Grain Market Report｣(2016.5.26)によれば、2016/
17年度の生産量は、他の作物に比べとうもろこしの収益性が高いことから播
種面積が拡大し、前年度を9.7％上回る25.5百万トンとなる見込み。

播種作業は、春に温暖な天候と十分な土壌水分に恵まれたことから、例年
より早い2016年３月下旬から開始され、５月下旬までにほぼ終了した。

農業市場情報システム(AMIS)｢Market Monitor｣(2016.6.2)によれば、豊富
な土壌水分に恵まれ、作柄は良好となっている。

（世界の生産量シェア ４位（2016/17年度 6.4％））

表－６ ＥＵのとうもろこし需給(市場年度:10月～翌年９月)
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 75.8 58.0 64.3 (65.3) - 10.9 
消　費　量 77.9 74.0 74.3 (76.2) ▲ 1.0 0.4 

  うち飼料用 59.5 56.0 56.5 (60.0) ▲ 1.0 0.9 
輸　出　量 4.0 1.6 3.0 (2.9) - 87.5 
輸　入　量 8.7 14.5 12.0 (11.0) ▲ 1.0 ▲ 17.2 
期末在庫量 9.4 6.3 5.3 (13.9) ▲ 0.7 ▲ 16.4 
期末在庫率 11.5% 8.3% 6.8% (17.6%) ▲ 0.8 ▲ 1.5 

（参考）
収穫面積(百万ha) 9.58 9.24 9.01 (9.38) - ▲ 2.5 
単収(t/ha) 7.91 6.28 7.13 (7.00) - 13.5 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」（10 June 2016）
　　　EU　「Balance sheets for cereals, oilseeds and rice」（26 May 2016）

2015/16
(見込み)

年　度 2014/15
2016/17

予測値､(　)はEU

我が国の輸入先国シェア ３位（2015年数量ベース 2.7％）

世界の生産量シェア ６位（2016/17年度 2.6％）

世界の輸出量シェア ４位（2016/17年度 12.8％）

表－７ ウクライナのとうもろこし需給

(市場年度:10月～翌年９月)
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 28.5 23.3 26.0 (25.5) - 11.4 
消　費　量 9.4 8.4 8.7 (7.0) - 3.6 

  うち飼料用 8.0 7.0 7.3 (5.9) - 4.3 
輸　出　量 19.7 16.0 17.0 (18.5) - 6.3 
輸　入　量 0.0 0.1 0.1 (0.0) - - 
期末在庫量 1.8 0.8 1.2 (0.9) - 43.8 
期末在庫率 6.3% 3.3% 4.5% (3.6%) - 1.2 

（参考）
収穫面積(百万ha) 4.63 4.09 4.20 (4.33) - 2.7 
単収(t/ha) 6.15 5.71 6.19 (5.90) - 8.4 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」（10 June 2016）
      IGC 「Grain Market Report」（26 May 2016)

2014/15
2015/16
(見込み)

年　度
2016/17

予測値､(　）はIGC


